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社会 人基礎 力の育成 は、本 学の使命 のひ とっで ある。 本学 が独 自に定 める評 価基 準で ある
"C-PLATS"の コンセ プ トに基づ く社会人基礎力 の育成 をめ ざし

、"C-PLATS"へ の意識付 けを支

援す るeポ ー トフォ リオシステムを開発 した。本 システムは、本学 の開発 ・導入 している携帯

電話対応型LMS「 確認 くん」の一機 能 として実装 され、学 生は授業 において身 にっいた事柄 を
"C""P""L""A"``T"の 各項 目に対応 させ て記録す る

。本論文 ではシステ ムの概要 を紹介 し、2009

年度春学期 にお ける1・2年 次必修科 目での実践 的導入 の結果 を報告す る。

キーワー ド:eポ ー トフォ リオ、携帯電話対応型LMS「 確 認 くん」、社会人基礎力

1.は じめに

社会人基礎力 が高 い人材 の育成 ・教育 はその必要

性 が広 く認知 され、多大 な関心が寄せ られつつ ある。

経済産業省 が平成17年7.月 よ り開催 した 「社会人

基礎力 に関す る研究会」 では、昨今 の ビジネ ス ・教

育現場 を巡 る環境変化 な どか ら職場 で求 め られ る能

力 を考察 し、「組織や地域社会 の中で多様 な人 々 とと

もに仕事 を行 ってい く上 で必要 な基礎的 な能力」 と

して社会人基礎 力 を定義 してい る(1)。ここで は社会

人 基 礎 力 の構 成 要 素 と して 、 「前 に踏 み 出す カ

(Action)」 「考 え抜 くカ(Thinking)」 「チー ムで働

くカ(Teamwork)」 の3っ のカ(ATT)が 考 え られ

てい る。 本 学 は社 会 人 基 礎 力 を測 る指 標 と して
"C -PLATS"の 独 自コンセプ トを掲 げ、全学的 に こ

れ を意識 した取 り組み を行 って いる。
一方
、学習成 果や作 品のデ ジ タルデ ー タをWeb

上 に蓄積す るeポ ー トフォ リオ と呼 ばれ るシステ ム

が近年大 きな注 目を浴び ている。eポ ー トフォ リオ

は、デー タの蓄積 に物理的制約 がない こと、蓄積 し

たデー タの検索や共有 が容易 なこ とな ど、紙媒体 を

基本 とす るポー トフォ リオ にはない多 くの利点 を も

ち、導入 と運用 を始 めてい る教育機 関も多 い。

本学で は2008年 度 よ り携帯電話対応型LMS「 確

認 くん」 を開発 ・導入 した。 「確認 くん」 は学 生1

人 あた り週平均4.2回 のアクセ スがあるな ど、学習

支援 に有用 なツールで あるこ とを実践的に示 した(2)。

そ こで2009年 度 か らは 「確認 くん」 の一機能 とし

てeポ ー トフォ リオ を実装 し、1・2年 次必修授業へ

の導入 を行 ってい る。 このeポ ー トフォ リオでは、

毎 回の授業 におい て気づい たこ とや身 につ いたこ と

を、社会人基礎力 の指標"C-PLATS"の 項 目へ対応

づ けて入力 を行 う。 日々の学習 内容 と社会人基礎力

との結びつ きを学生 自身 に考 え させ 、社会人基礎力

に対 して意識的 な学習習慣 をつ けるこ とを狙 ってい

る。

本論文では、2009年 度春学期の初年次および2

年次必修科 目の毎回の授業における本システムの実

施結果をまとめ、社会人基礎力への意識付けや学習

支援 という観点における本システムの有用性 と今後

の方向性について検証する。

2.C-PLATS

本学 は、大学の使命 のひ とっ と して、『大手前大学

は、ひ ろ く複合 的領域 を学習 できる"リ ベ ラル アー

ツ"型 教育 のなかで、学 生が 「自分 で創 る専 門性」

を習得す るためのきめ細 かな支援 を行 います。 同時

に、学生 が新 たな時代 を生き抜 くための 「社会人基

礎力」 を身 につ けるよ う、あ らゆる機会 を通 じてバ

ックア ップ します』 と宣言 している。 この 「社会人

基礎力」育成 のための指針 として、学生 一人 ひ とり

が身 につ けるべ き 「社会人基礎力」 の必須項 目であ

る"C-PLATS"と い うコ ンセ プ トを掲 げ てい る。
"C -PLATS"は

、以下の6項 目の頭文字 を とった も

の として定義 され る。

・Creativity(創 造力):既 成概念 に縛 られず新

しい ものを生 み出すカ

・Presentation(プ レゼ ンテー シ ョン能力):自

分 が伝 えたい事 を効果 的に表現す る力

.LogicalThinking(論 理的思考力):論 理 的に

もの ごとを考 えるカ

.ArtisticSense(芸 術 的感 覚):美 しい ものを

理解 し、生みだすカ

.Teamwork(チ ーム ワー ク):人 間関係 を大切

に しなが ら、主体 的に行動す る力

・Self-control(自 己コン トロールカ):自 分 自身

を コン トロールす る力

各項 目は基礎 ・応用 ・発展 の3レ ベル が設 定 され 、

それ ぞれ1～2年 次 までに達成すべ き もの、卒業 ま

でに達成すべ きもの、よ り発展 的な ものをあ らわす。

なお 、"Self-control"の 項 目につ いては、大学生 と
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して身 につ けていて当然 の能力 であるので レベル を

設定 してい ない。本学 のすべ ての授業 では、大学生

活全般 を通 して身 につ けるべ き"Self-control"の 項

目を除いた5項 目の育成 を意識 したカ リキュラムに

基づ き授業運営 がな されてい る。以下、 この5項 目

を"CPLAT"と よぶ。

3.携 帯電話 対応 型eポ ー トフォ リオ

3.1.携 帯 電話 対応型LMS「 確 認 くん」

本学で は、学生 の 自主学習 を支援す るためのLMS

「確認 くん」 を独 自開発 してい る。学生 は 「確認 く

ん」 を通 して出欠状況や課題提 出状況 といった学習

状況 を把握 できる。2008年 度 は 「確認 くん」を初年

次必修科 目 「日本語表現」 「英語表現」 「情報活用」

において活用 し、1人 あた り週平均4.2回 のアクセ

スがあるな ど学生 自らが学習状況 を把握す る習慣 を

つ けるこ とに成功 してい る(2)。「確認 くん」 はPC・

携帯電話 の両方 か ら閲覧可能で あるが、7割 以上 の

アクセスが携帯電話 か らの ものであった。

2009年 度は初年次必修科 目「フ レッシュマ ンセ ミ

ナー(以 下FS)」 お よび2年 次必修科 目 「基礎演習 」

において も 「確認 くん」 を導入 してい る。

3.2.「確 認 くん」の一機 能 としてのeポ ー トフォリオ

「確認 くん」 が学生 の学習 スタイル の一部 となっ

てい るこ とか ら、「確認 くん」の一機能 としてeポ ー

トフォ リオ を実装 しこれ を 「確認 くんプログ」 と名

付 けた。

学生 の入力手順 を図1に 示す。科 目、年 度、学期 、

授業回 をそれぞれ指定す る と入力ペー ジへ遷移す る。

学生 はそ の授業 にお いて身 につ いたこ とや気づ いた

こ とを、"CPLAT"の5項 目に対応 させ て入力す る。

授業で取 り組ん だ内容 が"CPLAT"の いずれ に対応

す るか につい て教員 は明示的 に指導せず 、あ くまで

学生 自身 が考 えて入 力す る。"CPLAT"の いずれ に

も該 当 しない 内容 につい ては 「その他」欄へ入力す

る。学生 の入力例 を図2に 示す。

3.3.毎 回 の授 業 にお ける記録

先述 の必修5科 目の授 業では、授 業終了前の5分

間を利用 してeポ ー トフォ リオへ の入力活動 を行 っ

ている。PCを 利用す る授業 におい てはPCで 、利

用 しない授業 にお いては携帯電話 で入力 を行 う。 た

だ し、通信料等 の問題 で携帯電話 を利用 しない場合 、

記録 内容 を紙 に記 してお き、授業後 にPCに て入力

す るこ ととしている。記録作業 が毎 回の授業 にて行

われ るこ とで、新鮮 な学び の記録 を細 か く蓄積 でき

る。
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図1入 力画面

讐 鵬 齢讐2で きるだ峰 く硝 見を率直咄
すこと。
Prtt'(プ レゼ ンテ ーション能力)

自分の考 え、意 見をはっぎりと、積極的 に述 べるO
ほど'よく相 手の 目を見て話す。

LogicalThinking(論 理 的 思考 力)

たくさんの事項も、数段階 に分 けて分類しまとめること
で、分 かりゃすくまとめられる。
あらOる 悔事 の関連 性、関係 性を考 える。
ArtisticSense(芸 術 的感 覚)

分類の仕 方、まとめかたによって、相手 に伝わ りや すい
かど'うかが左右 され る。

Teamwork(チ ー ムワー ク)
お互いに自分の意見も主張し、相 手の意見も尊重する
べき。

その 他

授業楽しいです1も
っともっとみん怠と話せるようになりたいO

図2学 生の記録例

Ie日mworK、 丁 一u'ノ ー'ノノ

その他

タイピングを時間内 に打つのが難 しかった。Wordを 使,

て操作の仕方 〔文書のコピー、切 り取り)など'の基本から

丁寧 に教えてもらい理解しやすか った。

【コメント】
2ロロ9/45/1ロロ127:16夙 川 花子

W。剛の基礎 はしっかり確認できたようですね 。曳イビング
は次回練習ソフトの紹介をするので、少しでも速く打てるこ

とを目指して頑張 って練習しましょう。

□肖1」除 圏

2ロロ9/05/2222:25:47六 手前 太郎

空き時間 に練習して頑張って早くなるようにします。

□既読匿ヨ

コメントを書く

名前

圏

図3教 員 のフィー ドバ ック
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図4ス タンプ表示

3.4.コ メントによるフィー ドバ ック

単 に学生 自身 が記録 を残す だけでな く、教員やチ

ュー ター は学生 の記録 に対 し 「コメン ト」 をつ けて

フィー ドバ ックを与 えるこ とができる。 フィー ドバ

ックの よ うす を図3に 示 す。コメン トは 「確認 くん」

の教員用管理画面 か ら行 うこ とができる。 また、教

員やチ ュー ター か らのコメン トに対 し、学生 が さら

にコメン トを返答す るこ とも可能 である。 このよ う

なフィー ドバ ックの連続 は、学び を深 めるだけでな

く、学生 と教員 ・チ ュー ター 問の コミュニケー シ ョ

ンを生み、適切 な学習支援 のきっかけ となった り、

学習へ のモチベー シ ョンを高 めた りす る ことにもつ

ながる と考 え られ る。

3.5.ス タンプ による可視 化

学生 が入力済み か どうかは 「プ ログスタンプ」 と

い う概念で管理 され る。 この 「プ ログスタンプ」 は

「確認 くん」 に表示 され る。 スタンプ表示 の よ うす

を図4に 示す。これ は記録 を残 した ことの証 であ り、

蓄積 した記録の分量 を可視化で きる。
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図5eポ ー トフォ リオ記録率の推移

表1成 績別記録率

成績 記録率(平 均)

A

B

C

D

90.1%

79.6%

71.1%

55.4%

4.実 施 結果

4.1.eポ ー トフォリオ への記録 率

図5にeポ ー トフォ リオ記録 率の推移 を示す。 こ

こでの記録率 とは、毎 回の授業 にお ける出席者 に対

す るeポ ー トフォ リオ記録者 の割合 である。図5に

は5週 ごと(べ 一 シ ック必修科 目では この区切 りを

ター ム と呼ぶ)の 平均記録率 を示 してい る。

教員 によってeポ ー トフォ リオへ の取 り組 ませか

たや意識 に多少 の差異 があるこ とや、第2タ ー ム以

降は接続障害 な どで授業 中に入力で きず授業後 に書

かざるを得 ない こ とも多か った こ とな どか ら、記録

率 は減少傾 向にあるが、そ の減少率 は落 ち着 きつつ

ある。eポ ー トフォ リオを通 じて授 業の振 り返 りを

毎 回行 うとい う習慣 が定着 した学生 も多い。

4.2.記 録 率 と学習効 果

記録率 と学習効果 の関係 について 、情報活用春学

期 の成績 と同科 目ポー トフォ リオ記録率 の関係 を調
べ た ところ、成績 と記録率 の間には相 関がみ られ た。

記録 を行 うこ とが成績 の向上 の要因 になる とい うわ

けではない が、成績 が良好で ある学生 ほ ど、毎回 の

授業 とい う小 さなサイ クルで学習の振 り返 りを行 う

習慣がで きてい るこ とがわ かる。

4.3.項 目ごとの記録 率
"CPLAT"お よび 「その他」の計6項 目の記録比

率 を図6に 示す。グルー プワー クが多 くコ ミュニケ
ー シ ョン能力 を高 めるカ リキュラムが組 まれ ている

「フ レッシュマ ンセ ミナー」 ではP(プ レゼ ンテー

シ ョン能力)やT(チ ームワー ク)の 項 目の比率 が、

パ ラグラフライテ ィングの練習等 を取 り入れ た 「日

本語表現」 ではL(論 理 的思考)の 比率 が他科 目に

比べ てそれぞれ高 いな ど、科 目の特性 に合 わせ て記

録比率 に特徴 が見 られ る。初年次科 目 「フ レッシュ

マ ンセ ミナー」「日本語表現」「英語 表現」「情報活用 」

では 「その他」の項 目へ の入力 が多 く"CPLAT"へ

の分類 が十分 にできていないのに対 し、2年 次 の 「基

礎演習」では"CPLAT"の5項 目へ の入力比 率が高

くなっている。授業 で身 にっ いたこ とと"CPLAT"

との関連性 をよ り深 く考 える ことができている と考

え られ る。

4.4.記 録 のタイミング

5科 目それぞれ にお ける授 業内記録 率 を表2に 示

す。PCを 使用 しない授 業において は授業 内に記録

す る手段 は携帯電話 のみ であ り、1年 次 においては

少 な く とも60%近 くの学 生が授業 中に携 帯電話 で

入力 を行 ってい るこ とになる。

4.5.学 生 アンケート

学期末 にはべ一 シ ック必修科 目のプ ログラムに関

して学生 アンケー トを実施 した。 このアンケー トで

の 「確認 くんプログでの先生 か らの コメン トは ど う

で したか?」 とい う質 問に対す る回答 の一部 を以 下

に示す。
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.た だ記録す るだけでな く、コメン トが返 って くる

のは嬉 しい

.ひ と りひ と りに先 生が返信 して くれ るので とて

もあ りがたい

・毎 回返 して くれ て嬉 しかった。す ご くや る気 が出

た

・も う少 しコメン トがほ しかった

.授 業 によって役 立つ もの と役 立 たない ものが あ

る

・英語 は毎 回コメン トが もらえるが、他 の教科 は コ

メン ト無 しが多 いので書 く気 が失せ る

この よ うに、教員 か らの コメン トがeポ ー トフォ

リオの入力 に対す るモチベー シ ョン となっている例

が多 く見 られた。

また、「確認 くんプログでの先生 か らのコメン トは

どうで した か?」 とい う質 問に対す る回答 の一部 を

以下 に示す。

・自分 の意 見を書 くこ とができ、良かった

."CPLAT"の いまい ち どれ か分 か りづ らく、記

入す る項 目が偏 って しま う

・自分 が ど うい うところを理解 で きた のかで きな

かったのか考 えるこ とができたのでよかった

・何 を書い た ら良いのかいまい ちわか らない

."CPLAT"の 何 を意識 してきたのかがわかって、

よかった

ここか らわかる よ うに、"CPLAT"へ の意識付 け

はまちまちである。意識付 けをよ り深 くす るには、

学生 に項 目の判断 をすべ て任せ るのではな く、授業

の中で注 目すべ き項 目を示唆す る ことが必要 である

と考 え られ る。

表2授 業内記録率

科 目
授業内

記録率
授業形態

ル ッシ・マンセミナー58.7%PCを 使 用 しな い

日本語表現

英語表現

情報活用

基礎演習

56.1

73.6

PCを 使用 しない

PCを 使用 す る

(しない週 もあ り)

80.8%PCを 使用 す る

8.6 PCを 使 用 しない

5.お わ りに

本論文で は、社会人基礎力へ の意識付 けを考慮 し

た携帯電話対応型eポ ー トフォ リオ である 「確認 く

んプログ」 について の紹介 と実践報告 を行 った。

記録 の習慣化 がで きつつ あるこ とや フィー ドバ ッ

クの重要性 が明 らかにな った一方で、"CPLAT"へ

の意識付 けには課題 が残 った。 これ を踏 まえ、秋学

期 か らは授業 中に教員 が"CPLAT"の いずれ に焦点
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を当てるかを明示 し、"CPLAT"の 項 目へ の入力 を

促 してい る。その結 果、「その他」で はな く"CPLAT"

の項 目へ の入力 が増 えつつ ある。 この よ うに、よ り
"CPLAT"を 意識 した記録 が行 われ る よ うな工夫 を

加 え実施 してい く予定 である。
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SUMMARY
Ane-portfoliosystemhasbeendevelopedfor
cultivationofbasicsocialcompetencybasedon
theconceptof"C-PLATS"whichisevaluation
criteriaforbasicsocialcompetency.Thesystem
hasbeenimplementedasoneofthefunctionsof
theLMSnamed"Kakunin-kun".
Studentsrecordtheirownawarenessor
acquiredknowledgeandskillscorrespondingto
itemsof"C-PLATS".Inthispaper,theoutlineof
thesystemisexplainedandtheresultsof
introductionofitincompulsorysubjectsofthe
firstandthesecondyeararereported.

KEYWORDSE-PORTFOLIO,BASICSOCIAL

COMPETENCY,MOBILELMS
"KAKUNIN-KUN"
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